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第５章 保健福祉部 

厚生課関係 

１ 戦没者遺族等援護法による戦傷病者等援護 

  戦没者遺族等援護法による取扱状況 

区  分 件 数 区  分 件 数 

 遺族一時金申請 

 遺族年金額改定申請 

 特別給付金請求 

 軍人恩給普通恩給請求 

 軍人恩給普通恩給改定請求 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

 軍人恩給一時金請求 

 定例叙勲伝達 

 特別弔慰金請求 

０ 

０ 

２５３ 

             計 ２５３ 

  

２ 日赤募金状況 

                           （単位：円） 

地区別 日赤社資募集実績 

鹿沼 

菊沢 

東大芦 

北押原 

板荷 

西大芦 

加蘇 

北犬飼 

東部台 

南摩 

南押原 

粟野 

粕尾 

永野 

清洲 

２，４７７，５５３  

１，３３４，５８５ 

３９４，４６８ 

１，０８２，５２４ 

２３７，１００ 

１４５，３５０ 

３０９，０６５ 

７６６，７７０ 

１，６０２，９７７ 

４２４，８５１ 

６０９，６９０ 

４４６，６８２ 

２４０，５００ 

１９２，０００ 

３７２，５００ 

計 １０，６３６，６１５ 

 

３ 災害救助 

災害見舞金等支給件数（火災） １１件 

 

 

全焼・全壊 ４件 ２００，０００円 

半焼・半壊 ４件 １２０，０００円      

床上浸水 ０件 ０円      

重傷 １件 ２０，０００円 

弔慰金 ２件 ２００，０００円 

 計 １１件 ５４０，０００円 
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４ 生活保護 

 (1) 生活保護法による取扱件数            （単位：件） 

申  請  

廃  止 

 

停  止 

 

計 

 

合 計 開始 却下 取下 変更 計 

67 10 4 955 1,036 72 2 74 1,110 

 (2) 生活保護法による世帯数及び保護人員 

 
生 活 

扶 助 

住 宅 

扶 助 

教 育 

扶 助 

介 護 

扶 助 

医療 

扶助 

出産 

扶助 

生業 

扶助 

葬祭 

扶助 
計 

延世帯（件） 5,708 5,145 190 1,589 6,012 1 93 5 18,743 

延人員（人） 6,970 6,179 286 1,600 7,002 1 117 5 22,160 

 (3) 生活保護法による保護費の支出状況 

扶 助 別 金 額 構成比率 扶 助 別 金 額 構成比率 

生 活 扶 助 342,118,286 29.87% 保護施設事務費 6,031,722 0.52% 

住 宅 扶 助 137,206,202 11.97% 就労自立給付金 124,425 0.01% 

教 育 扶 助 3,294,966 0.29%    

介 護 扶 助 41,652,078 3.64%    

医 療 扶 助 611,511,986 53.39%    

出 産 扶 助 324,000 0.03%    

生 業 扶 助 1,593,675 0.14%    

葬 祭 扶 助 1,586,368 0.14% 計 1,145,443,708 100.0% 

 (4) 救護施設措置人員 

施 設 名 措置人員 

共生の杜 4 

 

５ 隣保館 

(1) 相談業務 

種 別 回 数 相 談 内 容 

生活相談 

健康相談 

職業相談 

福祉相談 

その他の相談 

13 

141 

8 

10 

770 

生活指導等 

 通院・病気等 

 職業斡旋等 

 施設入居・介護申請等 

 相続・友愛活動等 

計 942  

(2) 地域保健福祉事業 

食生活改善と健康管理を目的にした健康教室を開催し管理栄養士による調理実習 

と栄養指導を実施した。 

開催回数 3 回 

延べ参加者人数 52 人 

(3) 啓発及び広報活動事業 

ア 広報紙「隣保館だより」を月１回発行し、隣保館周辺 10 町内に配布した。 

発行期間 ６月～３月 

発行回数 10 回 

イ 福祉と人権のつどいの開催 

10 月 22 日実施予定だったが、選挙による会場使用の為中止となった。 
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(4) その他の事業 

ア 隣保館運営審議会の開催 

開催回数 2 回 

イ 会議室等の利用 

対象団体等 地元自治会・部落解放同盟・各種サークル等 

利用件数 279 件 

ウ 高齢者ふれあい事業 

高齢者を対象に交流会及び給食サービスを実施し地域の福祉の向上を図った。 

開催回数 18 回 

延べ参加人数 445 人 


